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☆釣 行 日  平成元年５月１３日、１４日  

☆入釣場所  湯泊岬 浜益港 

☆潮     干潮  １９：３７  ９㎝ 

満潮  ０２：０７ ２０㎝ 

  干潮  ０８：０４ １４㎝ 

☆釣  果  ガヤ       ５ 

       ホッケ ３５㎝  １ 

カレイ      ２ 

ギスカジカ   多数 

カジカ ３０㎝  １ 

美唄中央小学校へ転勤 

砂川江陽小学校が廃校になり美唄中央小に赴任した。１学年４学級平均で私が担任した

５年生は５学級というマンモス校だ。年配の教師に中堅や若手がそろい活気に満ちあふれ

ていた。私も後輩が沢山出来て新たな気持ちで奮闘しているところである。 

美唄から近い釣り場はどこなのだろうか。本日は土曜年休に当たっているのだが、天気

予報では午後から雨、波は１ｍ後３ｍとなっている。どうしたもんだかと思うが、行かな

いで悔やむよりはと考えて午後から出かけることにした。 

１６：００、湯泊岬に着いた。風がなく波も穏やかで釣り日和である。しかし、釣り場

に着いてから３時間ぐらいアタリがなく、小雨も降り出した。暗くなったのでウキ釣りに

変更するとガヤが５匹釣れた。曳き釣りも試してみるが根掛かりを繰り返した。少し、オ

モリを軽くするとよいように思う。ギスカジカが釣れた。 

２３：００～２：００ 仮眠  



目が覚めると風が出てきており非常に寒かった。それで、昨年のカンカイ釣りで利用しよ

うと思っていたホッカイロを背中に入れた。ぽかぽかととても具合がよい。浜益港で釣り

をしたがギスカジカばかりであった。 

ホッケ３５㎝１、カジカ３０㎝１、ギスカジカ多数、カレイ２ 

７：００に終了する。 

 

☆釣 行 日  平成元年５月２７日、２８日 

☆入釣場所  浜益漁港   

☆潮     満潮 １７：５０ ２３㎝ 

干潮 ０３：３０  ３㎝ 

満潮 １１：４７   

☆天  気  雨 南東の風 波２ｍ→１ｍ 

☆エ  サ  イソメ２箱、エラコ１，ゴロ２０、サンマ 

☆釣  果  ホッケ３３㎝以下     ２９ 

       クロガシラ３３．５㎝以下  ２ 

       真ガレイ          ６ 

       砂ガレイ          １ 

ギスカジカ         ８ 

アカハラ         多数 

息子とカラス 

今日は息子（小学３年）と一緒に釣りを楽しむことにした。夜を徹しての釣りに備えて

ジンギスカン、カップラーメン等を買い込み１４：３０に出発した。車に乗っている合間

も息子は遠足気分でフライドポテト１袋をペロリとたいらげた。まずは浜益海水浴場で竿

を出すが底荒れしているため、海藻が仕掛に絡みつき釣れそうにもなかった。仕方がない

ので浜益港へと移動した。幸いにも防波堤の右先端が空いていたのでそこに竿を設置した。

息子にとっては初めての防波堤からの釣りになるので、防波堤の際には近づかないように

口を酸っぱくして伝える。もちろん私も息子の行動を注意深く見守ろうと決意していた。 

ポツン、ポツンとホッケや真ガレイが上がった。夕暮れが近づいてきたので竿をそのま

まにして、階段下のスペースで夕食の準備に取りかかった。しかし、あいにくの雨である。

西の空を見るとこれからまだまだ降り続くような気配である。夕食の準備の手を止めて買

ってきたおやつをほおばりながら休憩した。もう一度防波堤の際には近づくなと息子に念

を押してから、エサを取り替えるために階段を上って釣り場に向かった。エサを取り替え

ていると、息子が手を荷物（プロパン、ジンギスカン、おにぎり、おやつ、水筒等々）で

一杯にしてやって来た。そして、「ちょっと目を離した隙にカラスが餅（スアマ）をとって

しまった。ごめんなさい」と言うのだ。食べ物をそのままにして自分だけ逃げてしまうと

カラスに取られてしまうと思ったのだろう。カラスを追い払ってもカラスが息子に近づい



てきたのは想像できる。怖い気持ちを振り払いながら重い荷物を抱えたのだろう。自分の

息子ながら何と健気な行動だろう。大変愛おしく感じる。 

夕飯を食べに海水浴場前の食堂に行く。息子はカレー、

私はラーメン。イソメ１パックを買う。その日はそれで

お仕舞いにして寝ることにした。しかし、漁港基部には

ホタテ駕籠を洗っているために臭くてたまらないので、

浜益郷土資料館の前浜に行って休む。 

００：３０、眠ることが出来ないので漁港に戻り、息子

を車において釣りをするがギスカジカのみでまたまた

休むことになる。３：００よりまた釣り始めた。５：０

０頃よりホッケの入れ食いにあう。６：００頃少し間が

空いたので車に放置したままの息子のところに行くと、

もう起きだしてカップラーメンを食べたいという。それ

で釣りをやめて資料館前浜に移ってお湯を沸かして食

べさせる。ホッケが湧いている状態なので、息子と釣り

をしたらどれだけ楽しいだろうかと思ったが、息子が帰

りたいと言ったので断念することになった。 

 

 

☆釣 行 日  平成元年６月２３日、２４日  



☆入釣場所  湯泊岬 

☆潮Ｌ    満潮  １６：５３  ３３㎝ 

       干潮  ０１：２４   ６㎝ 

       満潮  ０９：１９  ２９㎝ 

☆天  気  曇り 風波穏やか  

☆エ  サ  イカゴロ イソメ２箱 サンマ４  

オキアミブロック１ ホッケパワー１ 

☆釣  果  ホッケ ３６㎝以下   ２１ 

       ガヤ          １８ 

       ソイ           １ 

       ハゴトコ         ２ 

       カジカ３５㎝       １ 

タコ６㎏         １ 

大ダコ 

土曜休業日のため２３日 １７：００出発。 

浜益港は浚渫工事のため入れないので、湯泊岬に向かった。１９：３０に到着し、釣り

始めたのは２０：００を回っていた。潮の流れやサラシ等の状況で先端左に釣り場を定め

て釣り始めたが、ガヤ１、ソイ１の結果に終わった。 

２３：００中央湾洞に移動すると、投げ竿に黄色く色の付いた根ボッケがポツラポツラ

と来た。ウキ釣りにはガヤが来た。 

３：００ 大ダコ釣れた。最近はタコが釣れるかもしれないという思いでタモを準備し

ていたが、使うようなことはなかった。初めてタモのお世話になった。その後、ウキ釣り

にホッケが順調に上がる。５：３０、カジカが来た。これも念のためタモを使った。その

後、あまり釣れなくなったので、７：００に切り上げた。 

 

  



 



 

 


